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【免疫学的検索】CK7 (＋)  、 CK20 （－）、 
TTF-1 （－）、 Napsin A （－） 、p63 （－）、




図 13　Papanicolaou 染色× 40 図 14　HE 染色× 40 図 15　CK7 × 40
図 16　CK20 × 40 図 17　ER × 40 図 18　p53 × 40
色性で、ER（＋）ｐ53（－）は漿液性腺癌より
も類内膜腺癌を示唆するパターンであった。後日、
子宮内膜組織生検が行われ、免疫染色結果はセル
ブロックと一致した。病理診断は子宮内膜（ある
いは卵巣）を原発とする類内膜腺癌であった。 
Ⅳ　まとめ
提出された「胸水」の細胞診断は腺癌であっ
た。細胞診標本作製後、残った検体をレンズペー
パーを用いたセルブロック作製法によってHE染
色、免疫染色標本を作製し、「婦人科臓器由来の
類内膜腺癌」と原発臓器を推定するに至った。
Ⅴ　結　語
細胞診標本だけでは組織型の診断や原発巣の推
定が困難であるが、セルブロックを作製すること
によりHE染色や免疫染色標本から、より多くの
情報を得ることができる。また、細胞診検体だけ
でなく、組織診として提出されるも標本作製困難
な婦人科の内膜生検のように粘液のみのような微
量検体も、同様の方法にて標本を作製し診断可能
である。我々の行っているレンズペーパーを用い
たセルブロック作製法は、パラフィンブロックを
作製するまでの手技において、特別な試薬も必要
なく手技も簡単で安価に行うことが出来る有用な
方法である。
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